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全
国
的
な
少
子
化
が
玉
名
市
で
も
顕
著
に
見
ら
れ
、
学
校
規
模
も
縮
小
化
し
て
き
た
こ
と

か
ら
、
玉
名
市
で
は
、
教
育
機
会
の
均
等
と
教
育
水
準
の
維
持
向
上
を
図
る
た
め
、
平
成

24
年
に「
玉
名
市
学
校
規
模・配
置
適
正
化
基
本
計
画（
第
１
次
計
画
）」を
策
定
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
そ
の
「
第
１
次
計
画
」
の
期
間
満
了
に
伴
い
、
令
和
４
年
６
月
に
次
の
10
年
の

計
画
で
あ
る
「
第
２
次
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
玉
名
市
は
平
成
17
年
の
市
町
合

併
に
よ
り
小
学
校
21
校
・
中
学
校

6
校
と
な
り
、
地
域
の
実
情
に
応
じ

た
教
育
を
行
って
い
ま
し
た
が
、
少

子
高
齢
化
の
進
行
に
伴
い
児
童
生
徒

数
の
減
少
が
進
み
、
多
く
の
学
校
が

小
規
模
校
と
な
って
い
た
た
め
、
平

成
24
年
10
月
に
「
玉
名
市
学
校
規

模
・
配
置
適
正
化
基
本
計
画
（
第

１
次
計
画
）」
を
策
定
し
、
当
該
計

画
に
基
づ
き
学
校
の
適
正
配
置
を
目

指
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
第
１
次
計

画
で
は
、
玉
名
市
に
お
け
る
適
正
な

学
校
規
模
の
基
準
を
定
め
る
と
と
も

に
、
中
学
校
区
を
範
囲
と
し
、
ま
ず

は
小
学
校
の
学
校
規
模
の
適
正
化
を

進
め
、
同
時
に
「
小
中
一
貫
教
育
」

を
推
進
す
る
と
し
ま
し
た
。
こ
の
計

画
期
間
中
、
平
成
30
年
４
月
に
６
つ

の
小
学
校
を
、
そ
し
て
令
和
２
年
４

月
に
２
つ
の
小
学
校
を
統
合
。
現
在

の
小
学
校
数
は
15
と
なって
い
ま
す
。

　
こ
の
第
１
次
計
画
の
期
間
は
平
成

24
～
33
年
度
（
令
和
３
年
度
）
ま
で

の
10
年
間
と
し
て
お
り
、
今
般
の
期

間
満
了
に
伴
い
、
次
の
10
年
間
の
計

画
で
あ
る
第
２
次
計
画
の
策
定
に
向

け
、
玉
名
市
学
校
規
模
適
正
化
審

議
会
を
令
和
２
年
11
月
に
設
置
し
、

全
７
回
の
協
議
を
経
て
、
令
和
４
年

１
月
26
日
に
同
審
議
会
か
ら
玉
名
市

教
育
委
員
会
に
対
し
て
建
議
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

玉
名
市
教
育
委
員
会
は
、
こ
の

建
議
を
も
と
に
第
２
次
計
画
を
策
定

し
、
引
き
続
き
、
学
校
規
模
・
配
置

の
適
正
化
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
適

正
化
の
大
き
な
目
的
は
「
子
ど
も
の

た
め
の
教
育
環
境
の
整
備
」
で
あ
り
、

か
つ
「（
地
域
の
実
態
に
応
じ
た
統
合

に
よ
る
）
コ
ミュニ
テ
ィ
の
拡
大
」
も

併
せ
て
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
玉
名
市

の
教
育
理
念
で
あ
る
「
生
涯
を
通
じ

て
未
来
を
拓
く　
地
域
と
国
際
社
会

に
貢
献
す
る『
か
が
や
く
』人
づ
く
り
」

につ
な
が
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

本
計
画
に
よ
り
、
今
後
も
学
校

規
模
・
配
置
の
適
正
化
を
進
め
る
と

と
も
に
、
引
き
続
き
、
義
務
教
育
の

９
年
間
を
見
通
し
た
上
で
、
小
学
校

と
中
学
校
が
「
目
指
す
児
童
・
生

徒
像
」
を
共
有
し
、
互
い
に
連
携
・

協
力
し
な
が
ら
、
小
中
一
貫
し
た
教

育
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

玉
名
市
教
育
委
員
会

玉
名
市
学
校
規
模
・
配
置

適
正
化
基
本
計
画

第
２
次
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１  
適
正
化
の
基
本
的
な
考
え
方

⑴
「
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
環
境

整
備
」
の
観
点
を
第
一
に

　
　
よ
り
良
い
教
育
環
境
を
等
し

く
提
供
す
る
こ
と
、
よ
り
望
ま

し
い
学
習
集
団
の
中
で
教
育
活

動
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
第
一
に

考
え
、「
切
磋
琢
磨
で
き
る
教

育
環
境
」
の
実
現
を
目
指
し
ま

す
。

⑵
学
校
の
適
正
規
模
の
考
え
方

　
　

⑶
全
市
的
な
視
野
に
立
ち
、
適
切

な
優
先
順
位
に
基
づ
く
学
校
規

模
適
正
化
の
推
進

•

玉
名
市
を
6
つ
の
ゾ
ー
ン
（
※

５
㌻
下
段
参
照
）
に
分
け
た
中

学
校
区
単
位
で
の
推
進
を
図
り

ま
す
。

•

優
先
度
の
基
準
は
小
規
模
校

（
12
学
級
未
満
）、
特
に
「
過
小

規
模
校
（
複
式
学
級
を
有
す
る

学
校
）」
な
ど
、
学
校
運
営
上
改

善
の
必
要
度
の
高
い
学
校
か
ら

取
り
組
み
ま
す
。

•

1
小
1
中
で
の
校
区
形
成
（
玉

名
中
学
校
区
を
除
く
）
は
、
地

域
の
実
態
な
ど
に
応
じ
て
段
階

的
に
行
い
ま
す
。

※
有
明
中
学
校
区
、
岱
明
中
学
校

区
は
、
当
面
の
間
、
２
小
１
中

で
の
運
営
を
目
指
し
ま
す
。

⑷
地
域
の
実
態
を
踏
ま
え
た
学
校

の
適
正
配
置
の
推
進

•

学
校
再
編
に
よ
る
「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
拡
大
」
と
い
う
考
え
で

進
め
ま
す
。

•

合
併
前
の
旧
３
町（
岱
明・横
島・

天
水
）
に
つ
い
て
は
、
学
校
を

取
り
巻
く
社
会
的
、
歴
史
的
な

背
景
に
留
意
し
「
地
域
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
（
郷
土
意
識
）」
を

尊
重
し
た
推
進
を
図
り
ま
す
。

⑸
子
ど
も
た
ち
の
通
学
要
件
、
地

域
性
へ
の
配
慮

•

通
学
時
間
な
ど
、
子
ど
も
た
ち

の
心
身
に
与
え
る
影
響
や
、
地

域
の
特
性
な
ど
に
は
可
能
な
限

り
配
慮
し
ま
す
。

•

子
ど
も
の
心
身
の
発
達
、「
運
動

能
力
・
体
力
づ
く
り
」
の
観
点

か
ら
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
な
ど
の

導
入
に
当
た
っ
て
は
、
通
学
距

離
・
通
学
時
間
な
ど
に
つ
い
て

十
分
に
検
討
し
ま
す
。

⑹
地
域
と
学
校
の
連
携
・
協
働
の

一
層
の
推
進

•

「
小
中
一
貫
し
た
教
育
」
を
一

層
推
進
し
ま
す
。

•

「
地
域
の
教
育
力
」
の
活
用
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・ス
ク
ー
ル
（
学

校
運
営
協
議
会
制
度
）
の
充
実

と
と
も
に
地
域
学
校
協
働
活
動

を
推
進
し
ま
す
。

２  

再
編
計
画

⑴
計
画
期
間　

　
　

令
和
４
年
度
か
ら
令
和
13
年

度
ま
で
の
10
年
間
（
お
お
む
ね
５

年
を
目
途
に
、
必
要
に
応
じ
て

計
画
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
）。

⑵
計
画
方
針

◆
「
第
１
次
基
本
計
画
」
の
考
え

方
は
、
基
本
的
に
踏
襲
し
ま
す
。

•

ま
ず
、
小
学
校
の
規
模
適
正
化

を
進
め
ま
す
。

•

小
中
一
貫
し
た
教
育
を
推
進
し

ま
す
。

•

玉
名
市
を
6
つ
の
ゾ
ー
ン
に
分

け
た
中
学
校
区
で
進
め
ま
す
。

•

小
規
模
校
、
特
に
複
式
学
級
を

有
す
る
学
校
か
ら
順
次
検
討
し

ま
す
。

◆
旧
３
町
（
岱
明
・
横
島
・
天
水
）

の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
留
意

し
学
校
再
編
を
進
め
ま
す
。

◆
施
設
環
境
の
整
備
の
視
点
も
踏

ま
え
て
学
校
再
編
を
進
め
ま
す
。

１学級の人数 １学年の学級数 学校の学級数

20 ～ 30人 ２学級以上 12学級以上

統合後に「各学年２学級以上」が見込めない場合におい
ても「学級 20～ 30人」の確保は必要と考えます。
※１学級の学級編制を 35人としています。

優先度の区分 中学校区名

早急な対応を必要とする校区
有明中学校区（大浜小学校・豊水小学校）

天水中学校区（玉水小学校・小天小学校）

本計画期間内に対応を検討する校区

岱明中学校区（鍋小学校・高道小学校）

玉名中学校区（滑石小学校）

玉南中学校区（八嘉小学校・伊倉小学校）

本計画期間内では児童数の推移を見守る校区
岱明中学校区（大野小学校・睦合小学校）

有明中学校区（横島小学校）

本計画期間内では対応を必要としない校区
玉名中学校区（玉名町小学校・築山小学校）

玉陵中学校区（玉陵小学校）

  

玉陵中

玉陵小玉名中
築山小

睦合小

大野小

鍋小

岱明中

高道小

滑石小 大浜小

豊水小

有明中

横島小 玉水小

天水中

小天小

伊倉小

玉南中 八嘉小

玉名町小

◀�昭和 50年から令和４年までの玉
名市の児童数の推移です。3,172
人の減（48.8％の減）となって
います。

（出典：学校基本調査）

小学校の望まれる学校規模基準学校再編の優先度

玉陵中学校区
１小１中
・玉陵小学校
・玉陵中学校

玉名中学校区
２小１中
・玉名町小学校
・築山小学校
・玉名中学校
　（滑石小学校は学校再編を検討する）

岱明中学校区
２小１中
・（大野・睦合）小学校
・（鍋・高道）小学校
・岱明中学校

有明中学校区
２小１中
・（大浜・豊水）小学校
・横島小学校
・有明中学校

玉南中学校区
１小１中
・（八嘉・伊倉）小学校
・玉南中学校

天水中学校区
１小１中
・（玉水・小天）小学校
・天水中学校
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玉名市の児童数の推移（人）

（年）
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